
一一一一一一一一一一一一一

とんうて1ご 二品―
」
ハ
イ
ニ
枚
上
げ

色
に
一開
始
一き
は

´
エ

ツ

ヽ
イ
チ
に

一こ
と

一い
道

一る
。

ル
に

一の
５０

＾
プ
ル

イ
ト

一セ

ッ

２

。
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カ
ウ
ネ

ッ
ト
が

調
査

約
７
割
が
手
帳
を
使
用

ｍ
カ
ウ
ネ
ッ
ト

（八
十
卓

司
社
長
）
は
、
運
営
す
る
、

は
た
ら
く
女
性
向
け
情
報
サ

イ
ト

「わ
た
し
み
が
き
」
で
、

１１
月
２６
日
～
２９
日
全
国
の
有

職
女
性
を
対
象
に

「
情
報
ツ

ー
ル
」
に
関
す
る
調
査
結
果

を
発
表
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用

状
況
に
つ
い
て
、
今
回
の
調

査
で
は
４
割
以
上

の
人
が

「
使
用
し
て
い
る
」
と
回
答
。

２
０
１
１
年
実
施
し
た
調
査

デ
ス
ク
の
上
に
置
け
る
オ
リ

ジ
ナ
ル
ペ
ン
ス
タ
ン
ド
付
き

と
、
持
ち
運
び
に
便
利
な
オ

リ
ジ
ナ
ル
携
帯
ペ
ン
シ
ー
ス

付
き
の
２
種
類
を
用
意
。
限

定
商
品
と
い
う
プ
レ
ミ
ア
ム

感
に
加
え
て
、
今
ま
で
以
上

に
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、
い

ろ
い
ろ
な
場
所
で

「
ぺ
ん
て

る
サ
イ
ン
ペ
ン
」
を
使

っ
て

も
ら
え
る
よ
う
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
。

既
に
発
売
中
の

「
ぺ
ん
て

る
サ
イ
ン
ペ
ン
」
単
色
シ
リ

ー
ズ
に
つ
い
て
も
、
５０
周
年

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
、

２
０
１
３
年
生
産
分
に
限
り

「
ぺ
ん
て
る
サ
イ
イ
ン
ペ
ン

５０
周
年
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
入
り

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
て
出
荷
、
ア

ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
を
盛

で
は
、
２
割
弱
で
あ
り
、
倍

以
上
も
増
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か

っ
た
。

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
使
用
者
は
１
割
弱
で
、
ス

山
口
県
柳
井
市
の
文
具
店
、

有
限
会
社
木
阪
賞
文
堂

（木

阪
泰
之
社
長
）
が
製
作
販
売

し
て
い
る

「
金
魚
ち
ょ
う
ち

ん
リ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の
特
別

版
が
岩
国
市
錦
帯
橋
空
港
開

港
謳
思
グ
ッ
ズ
に
採
用
さ
れ
、

り
上
げ
て
い
く
。

▼
ぺ
ん
て
る
サ
イ
ン
ペ
ン

発
売
当
初
、
当
時
の
ア
メ

リ
カ
大
統
領
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が

愛
用
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け

で
、
日
本
よ
り
先
に
ア
メ
リ

カ
で
人
気
に
火
が
つ
き
、
更

に
無
重
力
空
間
で
も
イ
ン
ク

漏
れ
せ
ず
安
定
し
た
筆
記
を

実
現
で
き
る
と
い
う
品
質
の

高
さ
が
評
価
さ
れ
、
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
が
公
式
ス
ペ
ー
ス
ペ
ン
と

し
て
採
用
。
１
９
６
５
～
６

６
年
の
ジ

ェ
ミ
ニ
６
号

。
７

号
で
宇
宙
を
旅
し
た
こ
と
も

話
題
と
な

っ
た
。
現
在
で
は

日
本
を
含
め
世
界
１
０
０
ヵ

国
以
上
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
累
計
販
売
本
数
は
２．
億

本
以
上

（２
０
１
２
年
８
月

末
現
在
）
。

一
一一一一． ヽ
．´
´

′

´

一

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
よ
り
は
少
な

い
結
果
と
だ
が
、
「
購
入
し

た
い
」
と
し
た
人
は
約
２
割
、

「
興
味
が
あ
る
」
と
答
え
た

人
も
約
４
割
を
占
め
る
。

「金
魚
ち
ょ
う
ち
ん
ノ
ー
ト
」特
別
版

木
阪
賞
文
堂

市
の
Ｐ
Ｒ
に
協
力

２
月
１
日
か
ら
柳
井
市
を
訪

れ
た
空
港
利
用
者
な
ど
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。

本
阪
賞
文
堂
制
作
の
金
魚

ち
ょ
う
ち
ん
リ
ン
グ
ノ
ー
ト

は
、
柳
井
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し

て
昨
年
３
月
に
正
式
認
証
さ

れ
た
。

柳
井
市
に
隣
接
す
る
岩
国

市
に
軍
民
共
用
の
岩
国
錦
帯

橋
空
港
が

（平
成
２４
年
１２
月

・３
日
）
開
港
す
る
に
当
た
り
、

山
口
県
で
は
首
都
圏
か
ら
の

観
光
客
の
誘
致
拡
大
を
図
る

た
め
広
域
環
境
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
。
木
阪
社
長
は
柳

井
市
の
文
具
店
主
と
し
て
何

か
協
力
で
き
な
い
か
と
、
ノ

一利一一一 こ
の
よ
う
に
情
報
端
末
の

使
用
率
や
興
味
が
高
ま

っ
て

い
る
中
で
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

管
理
は
約
７
割
が
手
帳
を
使

用
す
る
と
回
答
。
こ
の
結
果

―
卜
に
あ
る
Ｙ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｉ
の

文
字
を
眺
め
て
い
て
、
Ｙ
と

Ｉ
の
間
に
Ａ
Ｎ
Ａ

（全
国
空
）

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き

「
Ｙ

（柳
井
）
と
Ｉ

（岩
国
）
を

Ａ
Ｎ
Ａ
が
結
ぶ
」
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
Ａ
Ｎ
Ａ
山
口
支
店
に

提
案
し
同
社
の
了
解
を
得
て
、

Ａ
Ｎ
Ａ
特
別
版

（Ａ
６
サ
イ

ズ
）
を
制
作
の
運
び
と
な

っ

た
。ノ

ー
ト
の
表
面
に
は
、
金

魚
ち
ょ
う
ち
ん
の
顔
と
Ａ
Ｎ

Ａ
の
飛
行
機
を
デ
ザ
イ
ン
。

金
魚
ち
ょ
う
ち
ん
は
本
来
赤

だ
が
、
Ａ
Ｎ
Ａ
の
イ
メ
ー
ジ

カ
ラ
ー
で
あ
る
青
色
に
し
た
。

裏
面
に
は
山
口
県
柳
井
市
の

地
図
と
自
壁
と
金
魚
ち
ょ
う

ち
ん
の
写
真
、
出
来
を
記
載
。

柳
井
市
で
は
２
月
１
日
か
ら

一・赫『鰤め「光一馨や特

ン
プ
ラ
リ
ー
」
に
参

卵
ギ
然
　
加
し
た
空
港
利
用
者

や
市
内
有
料
観
光
施

岩
国
錦
帯
橋
空
港
開

港
記
念
グ

ッ
ズ

「
金

魚
ち
よ
つ
ち
ん
ノ
ー

ト
Ａ
Ｎ
Ａ
特
別
版
」

の
メ
リ
ッ
ト
を
評
価
す
る
人

が
多
い
。
ま
た

一
方
で
、
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
活

用
し
た
情
報
の
共
有
や
、
ス

ケ
ジ

ュ
ー
ル
機
能
と
連
動
し

た
ア
ラ
ー
ム
機
能
な
ど
を
活

用
す
る
人
も
多
い
。

設
を
利
用
し
た
際
の
記
念
グ

ッ
ズ
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
羽
田
空
港

で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
き
ん

さ
い
柳
井

・
物
産
フ
ェ
ア
の

来
場
者
に
進
呈
し
た
。
こ
の

Ａ
Ｎ
Ａ
特
別
版
は
数
量
限
定

の
非
売
品
。

「
こ
れ
か
ら
も
文
具
店
主

と
し
て
、
で
き
る
範
囲
で
地

元
の
活
性
化
の
お
手
伝
い
を

し
た
い
」
と
木
阪
社
長
は
コ

メ
ン
ト
。

コ
ク

ヨ
の
研
修

ス
キ
ル

紹
介

し
た
書
籍
が
発
刊

コ
ク
ヨ
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
い

（黒
田
英
邦
社
長
）
は
、
書

籍

「
コ
ク
ヨ
の
５
ス
テ
ッ
プ

か
ん
た
ん
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ

ン
グ
」

（中
経
出
版
、
１
５

０
０
円
）
を
１
月
３．
日
に
発

刊
し
た
。

書
籍
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ス
ト
で
１
位
を
獲
得
、
「
大

阪
府
知
事
蔓

を
受
質
し
た
。

「
ロ
ー
ル
タ
イ
プ
の
ふ
せ

ん
紙
」
は
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ

イ
ン
か
ら
カ
ワ
イ
イ
柄
ま
で

４０
柄
が
揃
う
。
価
格
は
１
８

９
円
、
２
３
１
円
、
２
９
４

円
。写

真
の
よ
う
に
パ
ッ
ケ
ー

ジ
は
背
面
に
ふ
せ
ん
が
貼

っ

て
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
が

一
目

で
わ
か
る
。

ソ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
向

上
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ク
ヨ

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
の
研
修
サ
ー

ビ
ス

「
コ
ク
ヨ
の
研
修
　
ス

キ
ル
パ
ー
ク
」
で
、
ト
レ
ー

ナ
ー
を
務
め
る
下
地
寛
也
社

員
が
著
者
と
な
り
、
研
修
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
ノ
ウ
ハ
ウ
か

ら
蓄
積
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
思
考

の
プ
ロ
セ
ス
や
考
え
方
を
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
１

冊
。
企
業
等
の

人
事
部
門
や
人

材
教
育
部
門
で
、

人
材
研
修
等
に

取
り
組
む
担
当

者
や
ト
レ
ー
ナ

ー
に
お
す
す
め
。

”， 牌一一一「
咆
華
一
熱一い
も

源
幌
瞥
感観
撻

関西どや文具サミット

会員阻∞6あんずははさんγ 文房具会 「文房具ができる工程

ば
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
、
実
際
に
も
ら

っ
た
こ
と
の
あ
る
人
に
聞
い
て

み
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
色

が
鮮
や
か
で
書
い
て
い
て
も
イ

ン
ク
が
と
き
れ
ず
、
シ
ャ
ー
ペ

ン
の
芯
は
途
中
で
折
れ
な
い
。

ノ
ー
ト
の
書
き
心
地
が
よ
い
、

消
し
ゴ
ム
は
よ
く
消
え
る
、
糊

は
使
い
や
す
い

。
・
出
て
く
る

言
葉
は
全
て
高
評
価
で
す
。

「Ｘ
房
旦
は
使
え
な
り
十
盆
。

彼
等
の
国
で
は
そ
う
い
う
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
か
。
普
段
か
ら

そ
う
い
う
こ
と
に
気
づ
か
ず
に

過
ご
し
て
い
た
の
で
、
ビ
ッ
ク

リ
す
る
と
同
時
に
、
日
本
の
文

一房
具
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に
感
心
し

ま
し
た
。

あ
る
国
で
よ
く
使
わ
れ
て
い

る
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
使

っ
た
の
で

す
が
、
イ
ン
ク
は
掠
れ
、
ま
だ

残

っ
て
い
る
の
に
も
う
字
が
書

け
な
い

。
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
に
関

し
て
は
、
確
か
に
彼
ら
の
言

っ

た
通
り
の
よ
う
で
す
。

と
な
る
と
、
国
内
の
文
房
具

達
が
ど
う
い
う
方
法
で
作
ら
れ

て
い
る
の
か
気
に
な
り
ま
す
。

関
西
ど
や
文
具
サ
ミ

ッ
ト
（通

称

・
。
ど
や
文
）で
も
文
房
具

メ
ー
カ
ー
の
工
場
見
学
を
望
む

声
が
多
数
あ
り
ま
す
。
ど
こ
か

で
土
日
祝
に

「
大
人
の
文
房
具

工
場
見
学
」
を
さ
れ
て
ら

っ
し

ゃ
る
企
業
様
、
ど
う
ぞ
我
々
に

見
学
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
―
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